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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収

束
し
ま
せ
ん
。こ
の
現
状
は
、私
た
ち
に
様
々

な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
着
用
」「
検
温
」「
三

密
を
避
け
る
」
な
ど
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

と
言
わ
れ
る
新
し
い
生
活
様
式
。

　

ま
た
、「
在
宅
勤
務
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
な
ど
、
勤
務
形
態
や

授
業
形
態
の
変
容
。

　

更
に
は
、「
誹
謗
中
傷
」「
風
評
被
害
」「
自

粛
警
察
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
の
人
権
感
覚
ま
で
も
が
試
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
課
題
に
よ
っ

て
私
た
ち
は
、「
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

の
大
切
さ
」
を
再
確
認
で
き
た
り
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
利
便
性
や
効
果
的
な
使
い
方
」
に

つ
い
て
幅
広
く
学
ん
だ
り
、
そ
し
て
何
よ
り

「
自
己
や
他
者
を
尊
重
す
る
人
権
尊
重
の
理

念
の
重
要
性
」を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
学
び
成
長
し

て
い
る
私
た
ち
が
い
ま
す
。教
育
現
場
で
も
、

現
状
で
は
色
々
な
機
会
が
奪
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
場
に
は
、
多
く
の
マ
イ
ナ
ス

面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
こ
そ
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

プ
ラ
ス
面
を
生
み
出
す
こ
と
に
力
を
注
い
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町内の学校の子どもの人数 (R2.10.1 現在 )   小学校 4 校 625 人  中学校 4 校 345 人

佐用町教育委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1　℡ 0790-82-2424　FAX0790-82-0120

体育祭 全員リレー「全力疾走！」（佐用中学校）

福祉施設の方と共同でうちわを制作（上月中学校）

鼓笛演奏による入場行進（南光小学校）

三方里ミニ遠足（三日月小学校）

教
育
長

　
浅
野
　
博
之
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令
和
２
年
度
教
育
委
員
会
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
評
価
と
は
、「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会

が
、
毎
年
、
教
育
行
政
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作

成
し
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
令
和
元
年
度
の
教
育
委
員
会
の
活

動
状
況
や
第
２
期
佐
用
町
教
育
振
興
基
本

計
画
の
施
策
等
の
外
部
評
価
を
含
め
た
評

価
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
月
の
定
例
や
臨
時
教
育
委
員
会
の
会

議
の
開
催
（
14
回
）
な
ど
、
教
育
行
政
を

取
り
巻
く
課
題
等
へ
の
対
応
や
、
学
校
教

育
現
場
へ
の
訪
問
（
10
校
・
10
回
）
を
通

じ
て
、
そ
の
実
情
の
把
握
や
教
職
員
と
の

意
見
聴
取
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員

の
見
識
を
発
揮
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
会

活
動
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、「
第
２
期
佐
用
町
教

育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
６
つ
の

重
点
目
標
と
、
そ
の
目
標
に
関
す
る
25
項

目
の
重
点
施
策
、
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な

取
組
と
し
て
68
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

☆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況

☆
第
２
期
佐
用
町

　
　
　

教
育
振
興
基
本
計
画

☆
教
育
委
員
会
施
策
等
の

　
　
　

点
検
・
評
価
の
結
果

　
「
評
価
基
準
」
進
捗
（
達
成
）
状
況
を

四
段
階
で
評
価
し
、
該
当
す
る
進
捗
（
達

成
）
段
階
に
応
じ
て
Ａ
～
Ｄ
ま
で
と
し
ま

し
た
。

　

点
検･

評
価
し
た
25
項
目
の
重
点
施
策

す
べ
て
が
、
Ｂ
評
価
の
「
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
だ
っ
た
。」
で
、
前
年
度
と
同
様
の
達

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
施
策
68
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｂ

評
価
の
「
ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
だ
っ
た
。」

が
68
事
業
で
、
目
標
ど
お
り
の
達
成
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
評
価
の
「
目
標
を
や
や
下
回
っ
た
。」

と
す
る
事
業
及
び
Ｄ
評
価
の
「
目
標
を
大

き
く
下
回
っ
た
。」
と
し
た
事
業
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
用
町
公
式

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

進
捗
（
達
成
）
段
階

Ａ

目
標
を
上
回
っ
た

Ｂ

ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
で
あ
っ
た

Ｃ

目
標
を
や
や
下
回
っ
た

Ｄ

目
標
を
大
き
く
下
回
っ
た

重
点
目
標

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

①
未
来
に
向
か
っ

て
「
夢
」
を
は
ぐ

く
む

17

②
「
生
き
る
力
」

を
培
う

14

③
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
育
て

る

11

④
地
域
に
根
ざ
し

開
か
れ
た
学
校
・

園
を
つ
く
る

11

⑤
明
る
く
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
社

会
を
つ
く
る

13

⑥
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
学
校
・

園
を
つ
く
る

2

合
計
（
68
項
目
）

68

佐用町教育研究所での道徳科授業の
研修会
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町長あいさつ

　

教
育
さ
よ
う
第
38
号
で
も
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
佐
用
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
２
年
３
月
に
第
３
期
佐
用
町
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、「
豊
か
な
心
」
の
育
成

に
向
け
た
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

三
日
月
小
学
校
の
６
年
生
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
、
三
日
月
の
歴
史
に
つ

い
て
探
求
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
、
子
ど
も
た
ち
は
、
高
畑
古
墳
跡

（
佐
用
町
末
廣
）
を
訪
れ
、
地
域
の
歴
史

に
詳
し
い
塚
﨑
博
行
さ
ん
か
ら
、
高
畑
古

墳
の
概
要
や
出
土
品
等
に
つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。
古
墳
の
お
お
よ
そ
の
形
を
想

像
し
た
り
、
メ
ジ
ャ
ー
で
古
墳
の
長
さ
を

測
定
し
た
り
し
て
、
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
月
支
所
に
移
動
し
、
大
刀

や
土
器
な
ど
の
出
土
品
を
見
学
し
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
職
員
（
文
化

財
担
当
）
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の

史
跡
や
文
化
財
を
実
際
に
見
学
し
た
り
、

説
明
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

播
磨
国
風
土
記
な
ど
の
資
料
を
読
み
取
り

な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ふ
る

さ
と
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
三
日
月
小
学

校
６
年
生
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
や
兵
庫
県
・
佐
用
町
を
愛
し
、
誇

り
を
持
つ
心
を
育
て
、
地
域
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
る
た
め
、
地
域
の

歴
史
・
産
業
や
自
然
・
文
化
等
を
体
験

的
に
探
求
す
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
を
促
進

し
た
り
、
地
域
住
民
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
学
校
に
招
聘(

し
ょ
う

へ
い)

し
た
り
し
て
、
人
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
地
場
産
業
や
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
伝
統
、
文
化
等
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
。

●
ふ
る
さ
と
意
識
を
醸
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

三
日
月
小
学
校
の
取
組
を
紹
介

ふ
る
さ
と
意
識
を
醸
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

佐用町教育委員会のホームページを更新しました
　佐用町教育委員会のホームページに、小・中学校が臨時休業となった時などに利用できる文部科学省の
サイトなどのリンクを掲載しています。また、第３期佐用町教育振興基本計画 (R2.3) や小・中学校の月間
行事予定（２か月分）なども掲載しています。行事予定は、毎月更新していきます。
　今後、新型コロナウイルス感染症対策に関する情報等も掲載していく予定です。

①佐用町のホームページの一番

下の「佐用町教育委員会」のバ

ナーをクリック

②次ページの「教育課　教育

推進室」をクリック

行事予定は毎月

更新します！



ＡＬＴからこんにちは

　新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため
の様々な自粛や制約が
長期化しています。見
通しの不透明さへの不
安や恐怖心を背景とす
る、感染者や家族、医
療関係者等への誹謗中
傷や心無い言動、SNS
への書き込みなどが全
国で起こっています。
このような行為は決し
て許されるものではあ
りません。
　文部科学省のホーム
ページには、文部科学
大臣から、感染者の人

　こんにちは、私の名前はウェ

スリー・チャールズ・オーブラ

イアンです。

　私はイギリスのロンドン生ま

れ、カナダのビクトリア育ち

です。母国では母が運営する保

育所で働いていました。私は

2009 年 10 月から日本に住んで

文部科学大臣メッセージ

ストップ！
不当な差別、偏見、心無い言動、いじめ

います。
　中学生の時、短期交換留学プログラムに参加し、
東京、大阪、そして広島のホストファミリーと一緒
に過ごしました。この経験から私は日本という国、
日本の歴史や文化に興味を持ちました。日本での
ホームステイの経験の後、私はまた日本に帰ってく
ることを決意しました。そして今、私はここにいま
す！
　私の好きな食べ物はお寿司、とんかつ、そしてメ
ロンパンです。佐用ではドライブをしたり、美しい
自然を楽しんだりすることが好きです。近々、日本
語能力試験の N2 に挑戦したいと思っています。
　私は佐用でできるだけ多くの人に会えるのを楽し
みにしています。なので私を見かけたらぜひ声をか
けてくださいね。よろしくお願いします。

　佐用町教育委員会では、佐用町内の小・中学校の教員等の欠員代替等として、臨時的任用教員及び会計年
度任用職員を随時募集しています。
【募集職種】

　●臨時的任用教員
　　欠員補充や産前産後休暇等の代替として勤務する常勤の教諭及び養護教諭・栄養教諭
　●会計年度任用職員
　　定められた教科等の授業を行う非常勤の講師
【募集対象・資格】

　●希望する校種又は担当教科の有効な教員免許状を所有する者（取得見込みの者を含む）
　●地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格事項に該当しない者
　●教職に必要な見識と熱意をもった健康な者
【必要書類】

　●履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３カ月以内に撮影した写真を貼付）
【登録申込方法】

　●月曜日～金曜日（祝日を除く）の午前９時から午後５時までに佐用町教育委員会へ持参または、郵送し
　　て下さい。　※教員免許状取得見込みの方も登録できます。
【任用方法】

　●任用にあたっては、直接本人に連絡します。
　●応募されても、任用がない場合もありますのでご了承ください。

募集します！
佐用町立学校　臨時的任用教員・会計年度任用職員

権を守ることを呼びかけたメッセージが掲載されてい
ます。一部紹介します。

私たちは、この感染症と、この感染症がもたらした社会の変
化に対して、現時点での科学的な知見や見解に基づいて、正
しく向き合うことが必要です。( 中略 ) 自分が差別等を行わな
いことだけでなく、「感染した個人や学校を特定して非難する」

「感染者と同じ職場の人や、医療従事者などの家族が感染して
いるのではないかと疑い悪口を言う」など身の周りに差別等
につながる発言や行動があったときには、それに同調せずに、

「そんなことはやめよう」と声をあげていただきたい。人々の
優しさはウイルスとの闘いの強い武器になります。


